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はじめに
　
日本の歴史のなかには、鳥獣が政治の舞台に登場すること
がよくある。これは、鳥獣が人の生活に必要であったり、逆に邪魔であったりするために、時の権力者がそれへの対応として政策を打ち出していた である。　
これとは別に、人は犬と長い歴史を歩むなかで、犬 特性
ともかかわってさまざまな文化を築いてきた。神社の入口に鎮座する魔除けのための狛犬や子供の宮参りの 贈り物とした魔除けのための犬張子は、日本の民俗文化として馴染みが深い。そうした犬の民俗文化に関する研究成果にも注目すべきものがある
（１
（。
　
さて、近世日本の歴史には、牛・馬・鷹・鶴・犬・猫・猪・
鹿・猿などのほか、象や駱駝など 渡来動物も登場し、政治の対象となることがあった。いずれも、人 それらの鳥獣と
密接なかかわりをもち、その保護や駆除の対象とすることがあったからである。特に、 牛馬は農耕や輸送に利用されたが、殺生して食肉とすることは固く禁じられていた。それは仏教の慈悲の精神とか わって殺生禁断に抵触するものであったためである。ま 、五代将軍徳川綱吉が生類憐み政策 なかで、犬の保護に積極的に取り組んだことはよく知られる
（２
（。
　
本稿では、これまでほとんど研究がみられない吉宗政権の
犬をめぐる政策を検討し
（３
（、この当時、犬がどのような存在形
態を示し、犬の取扱いをめぐ てどのような課題があったかを、 幕府の対応という観点から追求していく にしたい。　　　
一
　
鷹場の犬対策
　　　　
（一）鷹野御成と犬対策
　　
　
享保期に入って、鷹狩りの復活に向けた準備が進められる
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ようになると、犬の取扱いが大きな問題となってきた。それは、当時の犬のありようが鷹狩りの障害になるというものであった。　
鷹狩りの場所となる鷹場は、 獲物となる鳥類が多く生息し、
静謐な環境でなければ らなかった。物音や危険を察知すれば、馴らした鷹の使用ができないばかりか、獲物となる鳥類も逃げてしまうからである。このために、鷹狩り当日、鷹場の村々には火の元に注意すること、鷹狩りの場所に人を入れないこと、道路に犬を出さないこと、馬を繋いでおくこと、貝を吹かないこと 高い声や高音の唄を発しないことなど、詳細な注意事項が通達されてい
（４
（。このように、鷹狩りの場
所付近の村々は静穏な環境を維持しなければなら かったである。　
そこで、享保期以前の鷹狩り時の犬の取扱いを概観してお
きたい。寛文五年（一六六五）十一月二十四日、四代将軍家綱は隅田川付近に鷹狩りに出かけるにあたって、その際 町触には御成の道筋とその 辺では犬・猫を繋ぎおくように命じていた
（５
（。その後も、将軍の御成に際しては、ほとんどがそ
の方針を踏襲していた
（６
（。
　
ところが、綱吉政権成立後の貞享二年（一六八五）七月
十四日の町触では、御成の道筋に犬・猫が出てきても構わな
いので、いずれの御成であっても犬・猫を繋いでおかなくてもよ として た
（７
（。それまでの犬の取扱いとは、大きな違い
がみられたのである。この触書を生類憐みの令の初発の法令と捉える見解もあるわけだが、筆者は貞享元年六月ごろに会津藩が幕府老中から生類憐みの令が出されて巣鷹献上の必要がないことを申し渡された事実に着目しているため、その見解とは異なる立場をとってい
（８
（。
　
このように、家綱時代までは鷹狩りの際に江戸の町も鷹場
村々も犬・猫を繋いでおくよう命じられていた 鷹狩りを一度も行わなかった綱吉はその御成に際 犬・猫繋ぎの必要がないことを通達して た。　
それでは、吉宗の時代には 鷹狩りの御成時に徘徊してい
る犬・猫をどのように取り扱 のであろうか。享保二年（一七一七）五月十一日、将軍吉宗によるはじめての鷹狩りが亀戸・隅田川あたりで挙 された 、それに先立つ五月八日の町触では御成の際にその道筋や隣町の犬・猫を繋いでおくように命じた
（９
（。このように、吉宗政権は鷹野御成に際して
の犬・猫の取扱いについて綱吉時代の方針を踏襲せず、家綱時代 方針に戻したのである。　
二ヶ月後の七月の幕府法令によると、鷹野御成時 作法を
大幅に緩和した
（66
（
。まず、通行の道筋では掃除の必要がなく、
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平常のままでよいこと。横町と板で仕切る必要はなく、木戸があるところは木戸を立て、そこを町奉行所の与力・同心が警固するこ 。屋根や壁、家囲いが破損していても修理の必要はなく、家囲いの破損は葭簀などを当てるだけでよく、そこには町奉行所同心を派遣すること。道筋にあ 材木は倒しておく必要はなく、道幅が狭く将軍の駕籠が近づいた場合のみ状況を見て倒しておく 小屋 一時的に設置され 番所などは片付ける必要はないが、 番所の は外しておくこと。このように、実に大きな改革であった。　
このなかで、犬・猫の取扱いについても、大きな変更があっ
た。
　
一、御拳場犬猫手に及ひ候所は為繋可申候、手に不及所
　　
は其通に致し置、遠所え遣候に不及候、左様之犬猫紛
　　
出候分ハ其通之事
　　
但、勿論町ハ犬猫繋候に不及候事
　
これによれば、御拳場（将軍が鷹狩りを行う「江戸五里四
方」の鷹場）の町村のなかで手の及ぶところは犬・猫 繋いでおき、手の及ばないところは繋ぐ必要はなく、遠方へ持っていく必要もないとした。その結果、犬・猫が道筋に紛れ出
てきてもそのままにしておいてよいことになった。特に、江戸の町方では犬・猫を繋ぐ必要はなくなったのである　
これは、鷹野御成に際しての犬・猫繋ぎについての大胆な
緩和策であり、御拳場町村では可能な範囲での犬・猫繋ぎでよいことになり、それ以外 江戸の町方で 犬・猫繋ぎ 必要すらなくなった である。これにより、吉宗が鷹狩りを復活させるにあたっては、御成に際してもその作法をできるだけ緩和する うに改め、人々の迷惑を軽減したいという思いがあったことがわかる。 こうした対応 、 寛大な吉宗のイメージを植えつけるのに一役買 たことだろう　
同二年十二月の幕府法令にも、鷹狩りなどの では慰み
や警固などの御用のほかは平常と変わらないよう し 町方でも在郷でもできるだ 商売の妨げ ら いようにすることが申し付けられていた。 だし、橋 どの破損やお供の者に支障 ある場合のみ直させることにした。御成への随行が将軍への奉公だからといって、多くの人足を駆り出すの 慰みの妨げをしているのと同じことなので、必要以上 駆り出さないよう と た。そして、 今後は前例 とらわれず無益なことを申し付けた場合、 担当役人 お咎め 受けることに る で、細心の注意を払って対応するようにとていた。すべての面 緩和 、将軍 気遣うあまり 過分な
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対応は上意に叶わないと断言していた
（66
（
。
　
ところで、吉宗は鷹場に指定されていない江戸城門外の空
地でもたびたび鷹狩りを行った。享保二年十月十一日、十一月二日、同月十三日の田安門外、十二月十一日の一橋門外同月十三 の田安門外、同三年正月二十九日の一橋門外、十一月四日の田安門外、同四年九月十三日の田安・神田橋門外の明地での鷹狩りなどがそれである
（66
（
。遠隔地に出かける
鷹狩りと違い、そ 準備も簡単であり、仕事の合間に短時間で挙行できたからであろう。このため、そうした空地およびその周辺では鷹場同様 規制が実施されていたのである。　
このなかで、鷹狩りの場所での犬対策は一変した。享保五
年十一月の幕府法令は、次のような内容であっ
（66
（
。
　　
一、神田橋外明地近辺之町々之者、飼犬有之候ハヽ、昼
　　
夜共繋置可申候、明地え犬不参候様ニ可仕候、若放シ
　　
置、明地迄参候を役人目掛り候ハヽ、吟味 有之候事
　　
但、自然はなれ候犬、明地え参候節、うつし方役人
　　 　
移し候時、犬主請取度よし申候共、不返筈ニ候
　　
一、惣て何人によらす 昼夜共右 え暫くも立や
　　
すらひ申間敷候、若立やすらひ候ハヽ、急度可有吟味
　　
事
　
これによれば、神田橋門外の空地近辺町々の者が犬を飼っ
ていた場合昼夜とも繋いでおき、空地に出てこないように申し付けた。もし放し飼いにして へ きたのを役人が見つ 場合には吟味するとしていた。ただし、知らぬ間に放れた犬が空地へ出てきてしまった場合、移し方役人が鷹を移動させている時には飼主が受け取りに来ても引き渡すことはできないとし 。さらに加えて、昼夜限らず誰であろう 、空地近辺で少しの時間であっ も立ち休みをしてはならないとしていた。　
これは、他の江戸城門外の空地でも同様であったろう。つ
まり、将軍の鷹狩りの場所になっ 江戸城門外の空地では、鷹狩りを滞り く行うため 犬や人の立ち入りを びく禁じるようになったのである。　　　　
（二）御拳場の犬対策
　
犬対策は将軍の鷹狩りの際に問題になっていただけでな
く、鷹狩りの場となっていた鷹場、特に江戸周辺の御拳場でも問題となっていた。享保二年五月の町触 よれば、次のような内容がみられる
（66
（
。
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覚
　
一、町方之犬共、
　
御拳場江捨候者も有之由相聞、不届
　　
ニ候、若右之通之族於有之ハ、曲事可申付候間、町々
　　
犬猫共ニ其所ニつなぎ置候様、急度可触知者也
　　
五月
　
これによると、江戸町方で飼っていた犬を御拳場のほうへ
捨てに行っているというのは不届きなことなので、そのような者は処分を申しつけると明言していた。また江戸の町々にいる犬・猫は、それぞれの町で繋いでおくようにと申し渡していた。　
享保のころともなれば、江戸の町では犬・猫の飼育が増え、
その可愛らしさに惹かれて飼い始めたものの、不用になったら江戸周辺の御拳場村々へ捨 に行くという風潮が助長していた。しかし、鷹場は鷹狩りの獲物である鳥類の生息環境の保全を最優先に なければ らないところであり、そ 維持管理上においては捨て猫よりも捨て犬のほうが大きな問題となっていた。犬が餌を求め 鳥を追い立て襲うと うことがあり、そして何よりも将軍の鷹狩りの に犬が出てき 邪魔をするということがあっ なら かっ のである。　
このような事態になると、幕府が人の善意に期待して犬繋
ぎを命じるだけでは問題の解決にはつながらず、実効性のある対策 打ち出さなければならなかった。　
享保四年二月七日、若年寄で御場御用掛の大久保常春は町
奉行の大岡忠相に、将軍が出かける鷹狩りの場所近辺で飼犬を繋いでおくべき地域を記した書付を渡した
（66
（
。その内容は、
将軍が葛西方面に鷹狩りに出かける場合は、両国橋向い・浅草川（隅田川） ・深川あたりより先の地域で飼犬を繋ぐこと。同様に、千住方面の場合は千住大橋向いより先の地域。岩淵方面の場合は駒込追分より先の地域。戸田方面の場合は大塚より下板橋あたり、ある は関口水道町向い・護国寺、高田馬場・雑司ケ谷あたり。中野 の場合は四谷大木戸より先青山・大久保あたり、あるいは渋谷より先の 。品川方面の場合は新町より品川台 目黒・池上、六郷あた まで飼犬を繋いでおくことになってい 。このように、地域を限定して飼犬を繋いでおく うに決定し ので 。　
翌五年二月にも、大久保常春が大岡忠相に次のような書付
を渡した
（6
（
。将軍が鷹狩りに出かける場所付近の村々では野犬
を捕獲し、代官に引き渡すこと。そして、飼犬 場合には鷹狩りの場所に出 こないようにするか、 るいはどこ ってもかまわないから遠く 連れていき引き離すことと る。この内容は、江戸の町方へは町奉行から、村々へは勘定奉行
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から、武家屋敷には鳥見から通達するようにというものであった。　
しかし、これでも事態は改善せず、鷹場での犬の取扱いは
より実効性のある手立てを講じる必要に迫られていたのである。同年四月二十九日、代官伊奈忠逵の支配人高井武助・新井孫兵衛・原佐市右衛門・田口勘兵衛・飯田八平の五人は連名で、武蔵国荏 郡六郷領の村々に、次のような通達を出した
（66
（
。　
御拳場村々ニ而捕候野犬之儀、阿左布（麻布）領今里村
　
ニ犬溜場出来候間、其村方より直ニ右之所江最寄近キ分
　
ハ牽参、名主江相渡し候様ニ御申付可有之候、尤犬扶持
　
被下候ニ付書付ケ、犬員数村方名主送リ状相添可遣候
　
一、野田三郎左衛門様御代官所豊島郡下練馬村犬溜場壱
　　
ケ所、会田伊右衛門様御代官所中野領中荒井村ニ同壱
　　
ケ所、両所ニ出来候間、此場ヘ最寄近キ村々ハ右之通
　　
り名主送状差添、犬牽参候様ニ御申付可被成候、以上
　　
四月廿九日
　　　　　　
高井
　
武助
　　
新井孫兵衛
　　 　 　　
原佐市右衛門
　
田口勘兵衛
　　 　 　
飯田
　
八平
　
これによれば、御拳場で捕らえた野犬を江戸周辺の三ヵ村
に設置された「犬溜場」に持っていくように命じていた。これにより、 「犬溜場」のある村には犬扶持と呼ばれる米銭が支給されるようになった。つまり、御拳場に野犬がうろついていたため、幕府はそれを収容する「犬溜場」を設置し、多少の財政支出はあったとしても確実に野犬を囲い込む方策切り替えたのである。それだけ、鷹場では飼 ・野 を問わず、その扱いが深刻な問題となってい ことがわかる。　
一方、水戸家鷹場に指定されていた江戸川を挟んだ武蔵国
葛飾郡と下総国葛飾郡 一部村々では、犬の対応が御拳場とは異なっていた。寛保元年（ 七四一）二月二十二日、水戸家鳥見の鈴木武平次は管轄する鷹場村々に、次のような通達を出した
（66
（
。
　
以書付申達候、然者此度
　
殿様より被
　
仰付候ハ、御鷹
　
場内ニ犬召抱候儀在之候ハヽ、向後西新田御役所ヘ証文
　
差上、相抱可申候由被仰付 条得其意可申候、勿論旅犬
　
村々江参候ハヽ、打殺シ候様ニ可被致候
　
一、毎度申談 通其村御地頭 御代官代リ在之候ハヽ、
　　
此上訴出候様ニ可被成候、為心得如此ニ御座候、以上
　　
二月廿二日
　　　　　　　　　　　
御鳥見方
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鈴木武平次
　
これによれば、水戸家の鳥見は鷹場村々に飼犬の届出と野
犬の殺生を命じていた。この命令は藩主からのものであることが明記され、飼犬の届出は鷹場役所であった小金西新田役所に提出することになっていた。また、水戸家鷹場では村々にやってきた野犬を打ち殺すように命じられ、その殺生が公認されていた。そ 理由は不明だが、鷹場 運営に支障が出ていたというこ であろう。
　
　
享保五年は将軍の鷹狩りとかかわって犬の規制が一段と強
化された年となったが、 その徹底は簡単なことで なかった。吉宗は延享二 （一七四五）九月に将軍職を子 家重に譲り寛延四年（一七五一）六月二十日に没したが 鷹場における犬取扱いの規制は家重政権のもとでも続けられた。　
寛延元年（一七四八）八月、中野筋 鳥見四名は御拳場に
指定されていた武蔵国多摩郡関前村の村人に、次 ような申渡しを行い、その請書の提出を命じ
（65
（
。
　　　
御請申上候一札之事
　
一、先達而御場所之内ニ而犬飼置不申、野犬之分ハ村方
　　
ニ而捕候筈之御定メ候所、近来村方ニ而犬飼置候様子
　　
ニ而、御場所出鳥追立相障り候事時々有之候間、随分
　　
致吟味村方ニ而一切犬飼申間敷候、畢竟右躰 犬有之
　　
候節、咎候共来犬ニ候と申候得は申訳立候儀と心得差
　　
置候事と被存 譬来犬ニ而も日数四五日とハ差置申
　　
間敷事 、向後来犬相見江候ハヽ、早々隣村共申合捕
　　
候様ニ可致 其村々武士屋敷・寺々共ニ放置 而犬
　　
飼不申候様ニ名主方より可申通候、尤犬外江遣シ候而
　　
も帰り候事抔有之 ハヽ繋置、門前 も シ不申候様
　　
ニ是又可申通候、若放置村方江出候ハヽ、見懸ケ次第
　　
捕候様ニ可致候、万一わなニても捕兼 義有之
　　
其段可申出候
　
右之通今日被仰渡奉畏候、右之趣御屋敷方・寺方共ニ可
　
申通候、其上ニ而犬放置村方江出候ハヽ、早速捕候様ニ
　
可仕候、尤罠掛ケ候節は其段可申上候、村中惣百姓・町
　
屋共ニ飼犬不仕、来犬見懸ケ候者名主方江早々知らせ候
　
様ニ急度申渡シ、向後 指置申間敷 御請申上候
　
ニ付仍而如件
　　
寛延元年辰八月
　　
小沢伊右衛門様
　　
坂部甚四郎様
　　
粟津又八郎様
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西郷与
　
市様
　
右被仰渡之趣、逸々御読聞せ被成委細承知奉畏候、依之
　
連判御請証文差上申候所仍而如件
　　
寛延元年辰八月
　　　　　　　
関前村
　　 　 　 　　　　　　　
惣百姓
　
半之丞㊞
　　 　
（五五名略）
　
これによれば、以前から鷹狩りの場所付近では犬を飼わ
ず、野犬を捕獲するように命じていたが、今でも村落では犬を飼っているようであ 。このため、鷹狩りの場所に犬が出てきて鳥を追 たてるという問題が生じているので、犬の飼育は一切禁止すること。そのよ な犬 いた時に咎めると、村人は「来犬」だと えば理屈がたつように心得ているようだ。たとえ「来犬」であっても、 四、 五日も差し置かないこと。今後は「来犬」であっても、隣村と申し合わせて捕獲すること。村内にある武士屋敷や寺院にも犬の放 飼いはやめるように名主から伝達しておくこと。また 他所の地域へ追っ払っても戻ってきた場合には繋いでおき、門前に出ないに伝えておくこと。もし放し飼いし いた犬が 内をうろついていた場合は、見 けしだい捕獲すること。罠を仕掛けても捕獲できない場合は、鳥見 申 出ること。なお 罠 仕
掛ける場合には連絡してくること、とある。このように、村内の百姓家・町家・武士屋敷・寺院 もに飼犬が禁じられ、 「来犬」の長逗留も禁じていた。しかし、こうした方針が中野筋以外の御拳場村々にも命じられていたかどうかは、今のところ明確ではない。　
宝暦期に入っても、鷹場での犬の取扱いの規制が続いた。
宝暦四年（一七五四）八月の幕府法令には、次のようにある
（66
（
。　
所々御鷹野御場近年別て犬多成、鶴雁飼付相障候由ニ候
　
間、御場向寄屋敷々町方・在方共ニ 飼犬之分ハ繋置候
　
か、 又は御場より二三里も外え勝手次第ニ遣候様可致 、
　
野犬之分は捕へ候て、是又御場より二三里も外え捨候様
　
ニいたし、若立戻り ハヽ、猶又捕へ、右之通捨候様可
　
仕候
　
右之通得其意、屋敷々之分は御目付より相触可被申候、
　
在方・町方えは、町奉行、御勘定奉行より相触候様可被
　
致候、尤御鳥見組頭可被申談候
　　
八月
　
これによれば、江戸周辺の鷹狩りの場所では以前にもまし
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て犬が多くなり、鷹狩りの獲物となる鶴や雁の飼い付けにも支障が出てきているので、 その付近では飼犬を繋いでおくか、あるいは鷹狩りの場所より二 三里以上離れたところへ追っ払うこと。また野犬は捕獲して、鷹狩りの場所より二、 三里以上離れた ころに捨てに行き もし立ち戻った場合にはまた捕獲し、ま 捨てに行くようにとある。こ 法令は、鳥見組頭の要請によって、武家屋敷へは目付から 江戸 町方へは町奉行から、江戸周辺の村々へは勘定奉行 触れられることになっ 。ここには、犬取扱いの規制の原因が鷹狩り獲物となる鶴や雁の飼育への支障であったことが明らかにされている。　
つまり、飼犬については従来のように繋いでおくことを命
じるだけでなく、鷹狩りの場所より二、 三里以上離れた ころに追っ払うこともでき ようになったのであるが、野対策は明らかに後退していた。すで 述べ うに 享保五年四月の御拳場村々への通達で 野犬を捕獲し、江戸周辺の三ヵ村に設置された「犬溜場」に持っていくように命じていたのだが、この法令では鷹狩り 場所より二、 三里以たところに捨てに行くように改められ　
これは、 「犬溜場」が機能していなかったことを意味し、
野犬問題の解決にはつながらなか たことを示している。こ
の「犬溜場」の運営を物語る記録は、現在のところ確認できていない。 犬扶持の支給が財政難によって困難になったのか、それとも仕組み自体に問題があったのかは不明だが、いずれにせよ今後 研究が俟たれる。　
ところが、この法令を触れてまもない同月のうちに、同文
の法令を示しながら、場所によっては犬 殺生しているところもあるようだが、法令の通り、捨てた犬 立ち戻った場合には何度でも捕まえて捨てに行くようにと念押しする法令を触れていた
（66
（
。
　
宝暦七年八月、幕府代官伊奈氏の家臣から武蔵国荏原郡六
郷領村々に、次のような通達が出されていた
　
先ニ茂申渡候犬之儀、近頃其村々ニ夥敷相見江候飼犬之
　
儀先規より御黙止ニ候、随分厳敷追払候様御申触可有之
　
旨、御鳥見方より急度被仰聞候間、見合次第厳敷追打追
　
払可被申候、此上村々ニ相見江候ハヽ申立、急度可及吟
　
味候間 得其意候、此状村下印形早々御廻し留より
　
返し可被成候 以上
　　
丑八月晦日
　　　　　　　　　　
松岡富右衛門
　
印
　　 　 　 　 　　 　　　　
古川弥
　　
七
　
印
　　 　
新井宿（他一四カ村略）
　　　　150（9）
Hosei University Repository
右村々名主中
　
これによれば、御拳場村々で以前から飼犬が増えていても
そのままにしておいたが、しっかり追っ払うようにとの鳥見の命令が、代官伊奈氏の家臣を通じて武蔵国荏原郡六郷領村々に告知されていた。さらに村々に飼犬がいるようであれば報告するように、そのうえで吟味をするので心得よ、と命じていた
（66
（
。
　
しかし、宝暦十三年十一月二十六日に江戸の町方に触れら
れた町触によると、事態は改善するどころか、御拳場では犬が増加傾向にあり、これまで通り鷹狩りの獲物となる鶴や雁などの飼育に支障が出ているの 、つい 御拳場近辺では犬を飼うことを禁止し、また野犬や「来犬」につい は見つけ次第捕獲して捨てに行くように命じていた。そして、改めて野犬などを打ち殺すのではなく、捨てにいっ 犬が立ち戻ったら何度でも捕まえて捨て 行くように申し渡していた
（66
（
。こ
のように、御拳場近辺では一切の飼犬 禁止され、 取扱いがより一層強化されたの ある。
　　
二
　
実学思想と渡来犬の輸入
　　　　
（一）実学の思考
　
吉宗は、事実に即して物事を考え、経験・応用・実験・実
践を重んじる実学的思考によって、積極的に外国から動物や植物、文献などを輸入し、国内の学問に生かし、その飼育、栽培などを試みた。そのために外国人を招くこともあった。また国内外を問わず、動植物の調査も積極的 行った。　
もともと吉宗は、武家の習いとして馬術を身につけていた
のだが、洋馬の輸入のみならず、西洋馬術の摂取にも努め享保八年（一七二三） 、吉宗はオランダ商館長にアラビヤ馬の大きさを指定して五～一〇頭ぐらいの舶載を命じ、これ応じて同十年六月十三日に五頭の馬が献上された。この時、南蛮革の具足や馬具のほか、馬乗り オランダ人ケイズルもやってきている。　
特に、吉宗はアラビヤ馬に興味を示すとともに、ケイズル
がもたらした馬術にも魅了 れたようである。家臣の斎藤安盛は、吉宗の命により、ケイズルからオランダ流馬術 習得し、その馬のために療馬の書を翻訳している。そ 際 乗馬の様子は、 「日本馬術絵巻」 よって知られる。以後、同年より元文二年（一七三七）まで、八回にわたって計二七頭の
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アラビヤ馬が輸入された
（66
（
。これらは、軍馬として期待された
ものであろう。　
こうした吉宗の姿勢は、馬や鳥、象などの動物のほか、天
文学や漢訳洋書、朝鮮人参などの輸入にもおよんでいた。たとえば、吉宗は紀州の工匠加藤金右衛門に渾天儀を作らせて吹上御庭で天体の観測を試みている。また長崎の職人に命じて作らせた望遠鏡をつかって天文研究にあたらせ、神田佐久間町にはじめて測量台 （天文台） を建設して観測の便をはかっている
（66
（
。
　
また吉宗は、薬草の採草・栽培や全国の産物調査にも力を
入れた。これらは、医療政策や殖産政策とも密接に連動していた。元禄から享保の時代に、全国的に疫病が流行していたため、吉宗政権は医療政策推進の必要に迫られ、そ 一環として全国にわたる薬草見分を実施すること した。この薬草見分は享保五年（一七二〇）五月の日光を手始め 、北は松前・蝦夷から南は長崎までほぼ全国 わたっ 行われ、植村左平次政勝・丹羽正伯貞機・野呂元丈実夫・阿部友之進照任らの本草学者や医者に命じて薬草見分にあたらせた
（6
（
。 そして、
駒場・小石川 浜御庭・久能山・駿府・佐渡などに薬園 開設し、さらには朝鮮人参の栽培を推進し、幕府による薬種品質・流通・販売全般の管理体制を整備したのであ
（66
（
。
　
一方、享保四年には加賀藩主前田綱紀にその儒者稲生若水
が編纂した『庶物類纂』の既成分三六二巻を献上させ、同十九年にその門人であった丹羽正伯を起用してその増修事業を推進させることにした。そこで行われたのが全国にわたる産物調査であった。同年三月、幕府は全国の領主に触書を出し、丹羽正伯の調査に協力するよう通達した。　
これにより、同二十年から三年間、諸藩などに各地の動植
物や鉱物を詳細に調査 、 目録などを提出させた。そして、この調査台帳 参考に『庶物類纂』の増修部分の編集を行い、元文三年（一七三八）五月 増修分六三八巻（のち増補五四巻作成）を完成させた
（66
（
。この調査は、各地に博物学
的思想を普及させたことに意義があり、その成果は『享保元文諸国産物帳集成』によって知られる
（65
（
。
　
吉宗といえば、享保改革で斬新な政策を打ち出した革新派
のイメージがある一方で、家康を崇拝し、古式を復興した守旧派 も強いが、その両面 持ちつつ、古い常識的な観念を捨てて、事実に即した学問 すなわ 実学 実践し奨励していったことは改めて再評価されるべきであろう。　　　　
（二）渡来犬の輸入
　
古代以来、異国から犬が献上され、その用途は愛玩犬や猟
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犬であったようである。室町・戦国期から江戸時代にかけても、西洋・東洋から南蛮犬・天竺犬・唐犬と呼ばれる犬が舶載されてきており、大型犬や小型犬、そして珍犬も輸入されてきていた。　『駿府記』の慶長十七年（一六一二）二月三日条によれば、徳川家康による遠江国堺川・二川山での鹿狩りは五、六〇〇〇人を動員して行われ、鉄砲や弓を使って打ち留めるものであった。この時唐犬六、 七〇匹が鹿を追い立 る役目で駆り出されていた
（66
（
。 この唐犬は猟犬であったが、 『明良洪範』
によると元和年間（一六一五～一 二四）以後、 「天下ノ貴賎、漸々花美ニ趣クコロ、唐犬ヲ飼ハルヽ事流行シ、大名役ノヤウニ成ケル
（66
（
」とあるように、多くの人々が華美になるなかで
唐犬を飼うことが流行し、大名に使役されるようにな とあり、これは愛玩犬 あった。　『和漢三才図会
（66
（
』では、 「獒」を背丈四尺の犬と説明し、 「と
うけん」との仮名を付しているが、外来種の大型犬であった唐犬のことではないかと思われ 。　
吉宗は、鷹狩りの復活とともに鷹狩りで獲物を追い出すた
めの鷹犬の必要に迫られ 個人的な好みも て大型犬の収集に執着していたよう ある。その入手先はオランダが先駆けであったが、次 で中国商人からも求め、時を同じくして
国内でも犬御用と称して大型犬を集めるための対策を講じていた。　
享保八年（一七二三）四月十三日、鷹野御用にあたってい
た代官伊奈氏の支配人会田七左衛門は、武蔵国埼玉郡八条領村々に、御用のため背丈二尺二寸以上の犬を関東内で探していることを通達していた
（66
（
。
　
また享保十年五月の幕府法令には、次のようにある
（66
（
。
　　　　
覚
一、男犬長ケ二尺弐寸以上、但馬之尺所ニてさし可申候一、女犬長ケ弐尺以上、但尺所右同断一、惣體骨ふとニ丈夫成犬 年ニ構無之候、其内若き犬　
程能有之候
一、毛色何毛ニても構無之候一、少々人添荒く候 不苦候一、猟致付不申候ても不苦候一、犬喰其外ニて疵有之候 不苦候右之趣之 御用ニ候間、御料・私領・寺社領ニても、見出し候ハヽ、其所え届置、申越候様御代官え可被申渡候　
但、預ケ置候内、右犬紛失候ても不苦候
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これによれば、雄犬の背の丈は二尺二寸以上、雌犬は二尺
以上、全体的に骨太で頑丈、年齢は問わないが若いほど好ましく、毛色も問わず、少し荒くとも、狩猟の経験がなくとも、傷があっても構わないとし、そのような犬がいた場合にはその地の領主に届け出て、各地の幕府代官所に連絡するようと通達していた。この法令は、同年六月六日、武蔵国埼玉郡八条領村々でも確認できる
（66
（
。
　
一方、 『通航一覧』の享保十年五月条には、将軍吉宗が中
国蘇州の船主黄哲に唐犬御用を命じたことが記されている
（6
（
。
御用の内容は、以前、将軍に献上された唐犬四匹 うち、三匹は に大変役立ったが、残る一匹の虎毛の長い雄犬は御用に役立たなかったという。そこで、吉宗は役に立った三匹のような犬を、雌犬と雄犬 を混ぜ合わせて五匹でも一〇でも舶載するように命じた である。こ なか 、三匹よりもさらに大型の犬がより望ましく、小型 も大型でもの長い犬は必要ないと説いていた。　
しかし、翌十一年八月には、吉宗の唐犬の好みが変わり、
中国蘇州の船主施翼亭に別種の唐 を舶載するように命じた
（66
（
。また唐犬は中国からのみ輸入したのではなく 同十四年
のオランダから 渡来動物には、孔雀二羽、馬二頭、オランダ犬一匹のほか、唐犬一匹も含まれて た
（66
（
。
　
このように、 吉宗が猟犬として集めた犬は大型犬であった。
このため、中国系や南蛮系の犬との交配による雑種も増加していったものと思われる。唐犬 容姿は、享保五年刊の「絵本写宝袋」 、 寛政元年（一七八九）刊の「頭書増補訓蒙図彙」 、葛飾北斎の「唐犬図」によって知られるが、いずれも比較的大型の犬であったようである。　
一方、 「有徳院殿御実紀」 享保二年（一七一七）二月
二十八日条には、毎年恒例 オランダ商館長の参礼があり、諸品の献上があったことが記されてい
（65
（
。この年より簾を上
げて謁見することになった う。商館長一行は三月六日まで江戸に滞在したが、こ 逗留中、好奇心旺盛な吉宗は「オランダ国では鷹を使って狩猟をしているのか、しているとすればその方法はどのようなものか」などと尋ねていた。まもなく鷹狩りを復活させるにあたって、異国で 鷹狩り 様子を聞いて、その知識を得ようとし いた であろう。　
またこの年、オランダから渡来した犬が将軍の手に渡り、
狩猟で使ってみたところ、吉宗自身大き 満足を得 。このため、翌三年夏、年番大通詞の名村八左衛門は出島に出向き前年の渡来犬と同種でいっ う敏捷 大きな猟犬二匹を取り寄せよという長崎奉行の内意を伝えた。この要請に応えたものと思われるが、同五年にオランダ船は火食鳥二羽のほか、
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猟犬二匹を舶載してきた。続いて、幕府はオランダに対して同六年に猟犬六匹（雄犬二匹・雌犬四匹） 、同七年にも猟犬を注文していた
（66
（
。
　
享保十年十月、オランダから輸入した御用の品々が江戸に
到着した。その品物は、オランダ馬三頭、孔雀二羽、鷲二羽、青インコ一羽、紅インコ一羽、紅雀四羽、文鳥七羽のほか、犬では狆一匹、中犬二匹、狩犬の子一匹であった
（66
（
。猟犬ばか
りでなく、数多くの愛玩動物も輸入されていたのである。なかでも、馬三頭にアンス トコム、ミキルの名前が付いていたことは興味深い。　
同十三年、オランダ船によって麝香猫二匹が渡来し、一方
猟犬三匹を注文した。この年、長崎奉行 渡辺永倫は、出島のオランダ商館周辺の水門あたりで犬が水中で を探す芸を見ている。そのことが、吉宗の耳に入ったらしく、翌十四年春には御用の水犬二匹が江戸に運ばれ、唐犬一匹とオランダ犬一匹も輸入されていた。同十七年にも猟犬三 を注文し元文二年（一七三七）二月には猟犬二匹が献上され、寛保三年（一七四三）にも美しい虎毛の犬を注文して
（66
（
。
　
寛保年間から延享元年（一七四四）にかけて、出島のオラ
ンダ商館や長崎の役人宅などには、オランダ狩犬・狆犬・黒毛耳切狆犬・虎毛雌 ・白毛狩犬・黒斑狆犬・水 ・白赤ぶ
ち水犬・白黒ぶち水犬などの犬種が飼われていて、唐犬も少なくなかったという
(66
(
。
　
吉宗の時代、このようにオランダからさまざまな動物が積
極的に輸入され、飼育されるようになっていた。愛玩用が多かったように見受けられるが、犬のように狩猟用のものもあった。 猟犬の需要は 吉宗の鷹狩りの復活と密接にかかわっていたと思われる。またこの時代、江戸お び長崎で、吉宗およびその内命を受けた者 ちは、馬上での射撃の名手の有無やオランダ国 での朝鮮人参服用の有無など、オランダ人から実用的な事柄を聞き出し、さまざまな情報を入手していたのである。異国の文化や科学・技術を知りたい 取り入れたいという欲求は、吉宗が率先した実学の思考 表れであろう。　　
三
　
享保期の犬小屋
　　　　
（一）鷹部屋の犬小屋
　
犬小屋は犬公方綱吉時代の専売特許ではない。吉宗時代に
も用途の異なる犬小屋が存在して た。一つは、狩猟用の犬の飼育のための犬小屋であった。も もと、こうした 犬の管理を統括していたのは鷹匠頭（鷹師頭）であり、その支
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配下にあった犬牽が鷹狩りの際に獲物の鳥を草むらから追い出す猟犬を扱 ていた。この訓練された犬は、古くか 鷹狩りや猪狩りに利用されてきたのである。　
確かに、 「大猷院殿御実紀」の慶安元年（一六四八）六月
四日条には、鷹師の水野信俊が犬を預けられ、それに伴って鷹師同心二名も付属することになっ と記されていた
（66
（
。この
ように、江戸時代のはじめには、鷹師 狩猟犬 訓練にあたっていたのだが、その後犬牽という役職が設けられることになった。朝廷では犬飼と呼ばれたが 武家の職制では犬牽と呼ばれることが多いようである。　
八代将軍徳川吉宗は、放鷹制度の復活に際して、鷹匠頭の
下に犬牽の職制を再置し 。ところが 享保十四年七月 触書に「此度御犬牽頭佐々木勘三郎被仰付候 依之御鷹匠頭元支配之御犬牽、向後佐々木勘三郎裏判手形を以左之通リ可被仰付候
（66
（
」とあるように、佐々木勘三郎孟成が犬牽頭を命じら
れ、犬牽の所属が鷹匠頭支配から先手頭兼帯鉄砲方井上貞高配下の佐々木勘三郎の支配へと移っ のである　
一方、享保元年（一七一六）八月二十二日、吉宗は戸田勝
房と間宮敦信を鷹師頭に任命してこの職を復活させ、九月十三日には小栗正等を鷹師頭見習 任命した。しかし 同年十二月十九日、間宮氏が諸大名から献上された鷹のこと 不
正を問われて小普請入となり、小栗氏が見習から本役となった。　
同年十二月、戸田・小栗両組の鷹部屋が本郷御弓町の甲府
藩主柳沢家の屋敷を収公して建設されたが、翌二年正月に焼失したため、同年四月に下駒込村千駄木の一万坪の地所に両組の鷹部屋と同心長屋が再建された
（6
（
。
　
同二年十一月の鷹匠関係の人数は、鷹師頭戸田氏のもとに
鷹師二〇人、鷹師同心上役二人、同見習三人、鷹師三三人の総数五九人、鷹師頭小栗氏のもとに鷹師二三人、鷹師同心上役二人、同見習二人、鷹師同心三三 の総数六一人、合計一二〇人であった
（66
（
。綱吉時代の天和元年（一六八一）の
三八一人
（66
（
からすれば、きわめて大幅な縮小であった。
　
しかし、享保三年十二月、またしても鷹部屋は焼失し、同
四年正月には下駒込村に六〇棟の鷹部屋が完成し、焼失跡地に同心長屋が再建された。また同年四月には戸田組と分離して、雑司ケ谷村 嶽に小栗組の 部屋と役屋敷・ 長屋が建設された。　
さらに享保六年三月、牛込からの出火に際して戸田組の千
駄木の鷹部屋は延焼を免れたものの、 屋敷と 心屋敷が焼失した。この火事 鷹匠らの防火方法に問題があったようでその責任を問われ、その後長屋は与えられなくなり 鷹匠同
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心らは類焼金七両の支給金で元の土地に家作することになった。また、鷹匠の役屋敷は千駄木の福島藩主板倉氏および旗本北条氏の屋敷を収公して建設され、各自に金二〇両ずつが下賜されたのである
（65
（
。
　
さて、 「御府内場末往還其外沿革図書」によれば、享保六
年（一七二一）四月、下駒込村 吉祥寺に隣接する土地には鷹匠同心五〇人の組屋敷 ほか、犬小屋（犬部屋ともいう）や活物飼場が建設され、絵図に 五〇人屋敷に隣接して活物飼場が建てられ、その 角に犬小屋が設置されていた。　
ところが、同十一年の同書絵図では鷹匠同心の五〇人屋敷
が鷹匠の役屋敷となり、その近くの百姓地が御 御用活物飼場と御馬仕込場になっていて、犬小屋 存在は確認できず、化政期には千駄木御鷹仕込場になっていた
（66
（
。
　『新編武蔵風土記稿』 の下駒込村の項
（66
（
には、 享保三年十二月、
村の中央付近の三八二五坪の地が御用地となって鷹部屋が建設されたとある。そして、その南の五三六〇坪 地が 匠敷となり、その近くの上駒込村にまたがる一万六〇〇坪の地に鷹匠同心組屋敷が建てられたという。それに続いて四 〇坪の犬部屋が造られた 、同十八年に雑司ケ谷の鷹部屋付近に移転してからは空地になったようである。 、村の西方の二七五〇坪の芝地には鷹仕込場が設置されたと記さ い
る。　
一方、 「御府内場末往還其外沿革図書
（66
（
」によれば、享保四
年四月、雑司ケ谷村の旗本水野氏と同坂原氏の抱屋敷であった地に、小栗組の鷹部屋が建設され、その北方の旗本中西氏の屋敷を収公して 屋敷が築かれた。 また 十八年十月には、本浄院の西隣に御鷹御用 犬小 （犬部屋）が設置されが、宝暦二年（一七五二）に取り払われ、 百姓地になったという。　『新編武蔵風土記稿』の雑司ケ谷村の項にも、 「享保四年御鷹部屋御用地となり、同十八年犬小 御用地に定めら しにより、御料の地は尽た しが、宝暦二年犬小屋廃せられて其跡御料所に復せり
（66
（
」とあり、沿革図書と同様の事情を記し
ている。このうち、鷹部屋は九〇八八坪余、鷹方組屋敷は一万一五三〇坪余であった。しかし この地の の取り払いは、後述するよ に宝暦二年ではなく、その前年の寛延四年（一七五一）九月であったようである。　
ところで、鷹狩りに猟犬が必要なのは、古代以来のことで
この犬は鷹犬と呼ばれた。鷹は羽が重んじられてい ため草むらに入ることを嫌う習性があ 鷹に追われた鳥が草むらに隠れると、それを追い出すの 猟犬の役目であっ 。　
昭和六年十二月、宮内省式部職によっ て編纂された『放鷹
（66
（
』
によれば、わが国では鷹犬の相貌は白を尊び、次いで紅であ
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り、多くは雌犬を用いたという。 「鷹経弁疑論」には、全体的に白で尾が黒く長く、そして胸が黒く、前足が長く、口から眼まで毛が逆立ち、黄色であること 良犬とされ、黒犬の場合は前足が白く、胸が黄であり、顔が白く、四足とも白いのが良犬とされ、黄色の犬の場合は前足二本 白 白い文様があればなおよいと記されていた。　
ところが、近世になると、顔は短く、耳は細く、立ち胴は
小さく、足は短く細く、 と足の間隔 広く開き 尾は曲がらず立っている 好まれたという。一方で、池や沼に鴨を引き寄せる際に用いる犬は、体形が小さく、顔は丸 眼は茶色で、脛は短 尾 柳のような尾 、毛色は紅赤、鼻爪は黒が良犬とされたと う。　
吉宗の時代には、前述したように、猟犬としてオランダ犬
や唐犬が輸入され、これらは鷹部屋内の犬小屋で飼育され鷹狩りに利用された。鷹犬としての有効性については、 まざまな試みがなされたの ある。　
さて、 「有徳院殿御実紀」の享保十四年（一七二九）七月
二十五日条
（66
（
には、犬牽が鷹匠頭の支配から先手頭兼帯鉄砲方
の井上貞高に所属した佐々木勘三郎孟成の支配へと移ったことが見えている。狩猟犬の用途が、鷹狩りよりも鉄砲を使用することが多い猪狩りに比重を移していったという実情 合
わせた措置であろう。それ以後、猪犬牽という職名が見られるようになった。　
またこの時、鷹場村々に触れられた通達
（6
（
によると、犬牽頭
の佐々木氏の現米高と扶持米は六〇石と一〇人扶持であり、世話役や見習を含め 犬牽の総人員は二九人、一人の扶持米は二人扶持であった。なお、犬にも扶持米が支給されており、野先で 昼扶持は一匹当たり半扶持であったことが知られる。　
佐々木勘三郎は、吉宗の将軍就任とともに和歌山藩士から
幕府の鉄砲方与力に召抱えられた。その後 頭に着任しことで、その待遇は御庭番支配の薮田数直に准ずることとなった。佐々木氏はその後もこ 役職を兼帯しながら大筒役となり、家伝の砲術を教授していた
（66
（
。
　
しかし、 「宝暦集成絲綸録
（66
（
」によれば、 寛延四年（一七五一）
九月、雑司ケ谷の犬小屋が必要なくなったとの理由で取り払いを命じられ、佐々木は犬牽頭の任を解かれて小普請奉行となり、その支配下にあ 牽一七名も小普請入り なり、一人金四両の家作料を給付されて犬小屋囲内居宅からの引越しを命じられた。
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（二）鷹場維持と犬小屋の設置
　
吉宗政権は、鷹場を維持するために野犬収容のための犬小
屋を設置した。これは、 従来ほとんど知られていないもので、この政権にとっても野犬対策は大問題だったのである。ただし、綱吉 のように人と の摩擦を回避し、犬を保護するために大規模な犬小屋を造成した ではなく、吉宗政権は野犬の徘徊 よって鷹狩りの獲物となるさまざまな鳥の飼育に支障をきたすようになったため、その収容のために犬小屋を造成したのである。　
野犬は鳥の飼付場に現れ、また近づき、鳥の飼育を妨害し、
また襲った。放鷹制度を復活させた吉宗政権に って 江戸の都市化やその周辺 新田開発によって、明らか 江戸およびそ 周辺の生態系は変化、そ て悪化し、追い討ちをかけるように獲物となる鳥は激減していた　
吉宗政権は早くから の取締りを強化していたが、思う
ような効果は上がらなかったようである。このため、将軍が鷹狩りに出かける鷹場（御拳場）村々の野犬を収容する犬小屋の設置に踏み切ることにし 。　
享保五年（一七二〇）四月二十九日、幕府代官伊奈氏の
家臣五名は御拳場 指定されていた武蔵国荏原郡六郷領村々に、 江戸 周辺 造成 た三ヵ所の犬小屋（ 「犬溜場」 ）
に御拳場の村々で捕まえた野犬を持っていくように命じた
（65
（
。
おそらく、江戸周辺の御拳場村々のすべてに通達されたものであろう。この三ヵ所 犬小屋とは、武蔵国荏原郡麻布領今里村、同国豊島郡野方領下練馬村、同国豊島郡野方領中新井村に出来上がった犬小屋であり、いずれも当時幕府直轄領の村々 った　
これにより、野犬を捕まえた御拳場の村は、村人に名主の
送り状を添えて連れて行かせ、犬小屋のある村の名主へ引き渡すことになった。こ を受けて が設置されている村の名主は野犬を引き取ると、預かった野 の数を書き上げた書状に各村名主の送り状を添えて伊奈代官所に届け出、犬扶持（野犬養育のため 給付米銭） もらうことになっていた。このように、御拳場内の野犬を収容する犬小屋を設置しなければならないほど、鷹狩り 獲物 飼育は困難な状況なっていたのである。　
しかし、この野犬収容の犬小屋が、どの程度の規模で、ど
れくらいの収容力を持ち、ど 程度 効果 上げたのか 示す史料は見出せず、そ 詳細は不明である。そ 後も、御拳場での野犬規制がいっそう進め れていった からすれば、大きな成果を上げられなかったのではないか 推量さる。
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四
　
享保期の犬事情
　　　　
（一）狂犬病の発生
　
将軍吉宗は、享保改革を断行し、多方面にわたる政策を打
ち出したが、そのなかには医療政策もあった。将軍就任前後には全国的に疫病が流行していたため、 享保五年（一七二〇）以後、本草学者を登用して薬草政策を推進するとともに、小石川養生所の設置や麻疹薬 配布などの疫病対策を行った
（（6
（
。
　
吉宗の時代に、犬をめぐる大きな問題が発生した。それは
狂犬病である。麻疹が流行するなか、 享保十七年（一七三二）には も全国的 広 っていった。一八世紀 神沢杜口の随筆『翁草』には、この年から九州に始まり、中国地方におよんで犬はことごとく死 果てて一匹もいなく り、そ毒気に侵された人も死んで日増しに増えていったと記される。同二十一年（元文元年）の春 も上方から流行しはじめその翌年夏ごろには東海道にも達し 犬 みな ず、狼・狐・狸の類も多く死 、人・牛・馬ま 狂い回って死んでいったという。 狂犬病は犬の病気のなかで っとも恐ろしいものでそれに咬まれた人間にも大きな被害を与えるこ になった。この時の状況を目 当たりにした本草学者の野呂元丈は 元文元年 （一七三六） に 「狂犬咬傷治方」 著した
（（6
（
。このなかで、
わが国ではかつて狂犬が人を咬むということを聞かなかったが、最近、外国 らこの病気が伝わり、九州からはじまり、中国地方・上方に移り、近ごろは関東にも広がってきていると述べていた。そして、その治療法として土茯苓・川芎・甘草を煎じて服用するとよいとし いた。しかし現実には、江戸時代にこの病気を克服するこ はできなかった。　
元丈は、和歌山藩領の伊勢国多気郡波多瀬村の出身で、享
保五年（一七二〇）に丹羽正伯の推薦により幕府から薬草見分の命を受け、 以後各地で採薬に従事した。同十四年には 「庶物類纂」の増補作業に参加し、元文四年 将軍吉宗に初めて拝謁し、幕府医官に列した人物である
（（6
（
。
　
これ以前、大坂の医師寺島良安は、正徳二年（一七一二）
の自序がある『和漢三才図会
（（6
（
』を編んだ。これは、明の「三
才図会」に倣って 天上・地上・人事の三才を網羅し、和漢の書を渉猟してまとめ そのなかで自らの意見・解釈 加えたも である。ここには、 「猘犬」 、すなわち狂犬が狂犬病にかかると、必ず舌を出して涎を流し、尾を垂らして眼は赤くなるというわかりやすい状態になるが、人間がこの犬 咬まれるとその毒性はきわめて強力である と記していた。こ『和漢三才図会』の記述は、日本に狂犬病が入ってくる以前のものであり、中国の本草書からの引用とみられている。
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このように、元丈は和歌山藩領出身ということもあり、吉
宗政権の中枢に近いところで、当時の医薬行政と密接にかかわりながら、狂犬病対策にも奔走していた。しかし、幕府は効力ある対策を打ち出せず、その終息を待つしかな った。享保期以降、御拳場内で飼犬禁止の方向性が示されてくるのは、狂犬病の全国的蔓延とも無関係ではないだろう。　　　　
（二）御囲跡の園地化
　
さて、 綱吉政権下の犬小屋（御囲）の跡地はその後どうなっ
たのであろうか。 『中野区民生活史
（（6
（
』では、 「犬小屋が廃止に
なっ 後、その跡地 もとの持主百姓郷右衛門に返されたというが、長く野原として放置されていたようである」と記述して る その根拠は示されていない。　
享保十九年（一七三四）から天明二年（一七八二）まで鳥
見や鳥見組頭を務め 中村正勝が史料の選定にあた 、その嫡男で天明二年まで鳥見見習を務めた正亮が、寛政八年（一七九六）に書写した「御場御用留
（（6
（
｣
のなかに、
｢ 中野御
囲跡一件之事
｣
という記事がある。この史料は、鷹狩り・鷹
場にかかわる幕府側の記録を猟渉し 鳥見を務めた人物によって編まれたものであるので、その信憑性はきわめ 高いといえよう。
　
これによれば、 中野の犬小屋は 「一ノ御囲」 から 「五ノ御囲」
までの五つに区分され、その規模は二四万八〇二八坪であった。この土地は、 元禄八年（一六九五） 、 九年に御用地となり、以後八年にわたって犬小屋の敷地となった。そして、同十五年に犬小屋の跡地はもとの百姓に返されたという。　
その後の状況を伝える記述はみられないが、享保二十一年
二月十四日に御場掛の小納戸頭取土岐朝澄が犬小屋の跡地を初めて見分し、緋桃五〇本を植え、同年十一月七日には緋桃の間に白桃一本ずつを植えている。　
元文元年（一七三六）十一月に「御立場」が築か たこと
により、村人が夏には萱刈り、秋には草取りを命じられ、以後毎年萱刈りと草取りを行い 小松を植えるようになった。このため、その場所は代官伊奈忠逵によっ 年貢が免除された。 「御立場」とは、御成先で将軍が家臣の狩り 様子 見渡せる高台のことであ 土盛 して築かれた。　
この地の
｢ 御立場
｣
は、高さが四丈、上部が三間四方、下
部が五間四方であっ 。 「御立 」の山主は中野村年寄の郷右衛門で、この地の上畑一反一九歩には年貢が課されたが「御立場」分として永一五文の年貢が免除された。同三年十一月、 「御立場」周辺 下 通りに桃七五〇本が植えらたが、歳 の経過とともに枯れて少なくなり、その後も 樹
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されることはなかったという。　
同五年十月から翌年春までは雉四二羽が放たれ、雉の狩猟
場となった。寛保三年三月には、 「御立場」の後ろに築山の造成を命じられ、その高さは六尺（六丈ヵ） 、上部は二間九尺四方で、その地面は上畑三畝二九歩であったが 年貢 免除されなかった。　
延享三年（一七四六）六月には「御立場」の広さを一尺築
き増し、翌四年二月には築山に日除けのための大きな赤松一本を植えた。そして、将軍の命により大名 花見見物のために築山脇に見物所を造成し、日除けのための大松も植え 。また鳥見の佐原万五郎は、 「御立場」近辺を庭 ように手入れするように命じられ 柘植・紅葉・山吹・熊笹を植え 。　
元文三年二月十八日の御成の際には、 「御立場」近辺に葭
簀張の水茶屋一一軒 営業許可を求める願いがあり、これに対して許可することが御場掛の松下専助から申し渡され それも一時的ではない定茶屋の営業と て認められた。 しかし、花見以外の季節に 商売にならないので、毎年青桃の花 咲くころから落花まで茶屋営業を行った。　
一方、 江戸後期、 幕府によって編纂された武蔵国の地誌『新
編武蔵風土記稿
（（
（
』では、犬小屋跡地の歴史的経緯を次のよう
に説明している。享保年中、将軍吉宗は犬小 跡地 あ り
に何度も鷹狩りに訪れたので、同二十年（一七三五）御場掛の小納戸頭取土岐朝澄が将軍 命を受け、土地を選んで「立場」とし、その周辺の畑の畔に紅桃五〇株を植え、同じ年に白桃も植え増した。　
元文元年（一七三六）には郷右衛門所持の畑一畝二〇歩を
召し上げて「御立場」を築き、多数の松も植えた。またその麓から道路を造成し、その地の年貢は免除さ 。そして、郷右衛門には御成のたびご に銀一枚が下賜されたという同三年には「御立場」一帯の六万七〇 四坪の土地に緋桃一五〇株を植えたので、春になる 桃花が咲き乱れて紅白染まり、その艶や な景色は目を奪うばかりであった。　
このため、 寛保三年（一七四三）には、 将軍の命により「御
立場」の後ろに山丘 築き、その 所 諸大名も遊びに来るようになって花見の地として知 れるよう った で、大名山と呼ばれた。桃の花盛りの時節は貴賤を問わず多くの人々が訪れ、大いに賑わうようになったのである。　
しかし、これが村人などのためにはかえって農業の妨げと
なった。このため、鷹狩り 際に随行してきた御場掛の小納戸松下専助當恒 将軍の命を伝えて、茶屋一一軒の開業 許した。こうした茶屋営業は農業の手助けとな 、安永 初めのころまでは桃の木も花盛りで花見客も多く、賑やか 場所
　　　　138（21）
Hosei University Repository
となった。　
ところが、安永六年（一七七七） 、この地に鶉狩りの場所
が造成された。その際、四九町七反歩の土地の雑木を伐採したことにより、痩せた土地のためその後植林しても木が育たたなくなり、その植生は衰えてしまったようである。　
さらに、斎藤幸雄・幸孝・幸成父子三代にわたって編まれ、
天保五年（一八三四）と同七年に刊行された江戸の地誌『江戸名所図会
（（6
（
』によれば、享保年間（一七一六～三六） 、中野
犬小屋跡地の田んぼに桃の木を植えたことにより桃園と呼ばれるようになったが、その命名者は将軍吉宗であったといわれる。天保期 入 ても 三月になる 紅白の桃の花が咲き、その景観はすばらしいものであった。ここには、将軍 鷹狩りの際 御腰掛があり、桃園 岡の前を流れ 小川に架かる橋は石神井橋と称されていたという。　
それぞれの書物によって、内容は多少食い違っているが、
中野犬小屋周辺の一部は吉宗の時代になって紅白色 花 つける桃の木が六万七〇〇〇坪余にわたって植えられ、吉宗の命名によって桃園と呼ばれるようになっ ようである。　
つまり、桃園の造成は吉宗の主導によって行われ、実際
は御場掛で小納戸組頭の土岐朝澄によ 犬小屋跡地の見分によって桃の植樹が進んだ。その後、将軍の「御立場」が築か
れると、桃の植樹もいっそう進み、江戸内外の老若男女が集う桃の花見の名所となった。　
現在、桃園の地名は残っていないが、町会や公園などにそ
の名前を留めており、それらはＪＲ中野駅西口側の一帯に広がっている。 犬小屋が設置されてい 当時、 ここは 「壱之御囲」と、 「五之御囲」 の狭間に位置し、 桃園川を挟んで丘陵が広がっており 起伏に富んだ一帯であった。紅白の の花が咲き乱れた時節は、壮観であったにちがいない　
さて、中野犬小屋の跡地になぜ桃を植樹したのか。その理
由を記したものは見当たらないが、 『和漢三才図会
（（6
（
』では「本
草綱目」を用い 、桃の木 特徴 栽種しやすく、色 りどりの花が咲き、早く実を結ぶと説明している。そして 「桃は西方 木で、五行の精、仙木である。だからよく邪気を厭伏せ、 百鬼を制圧する。現今 人 門上に桃符（桃の木で作ったお札）を貼るのはこのためである」と記される。　
つまり、民俗学の研究成果を取り入れて考えてみると、あ
の世とこの世とを往来する境界的な霊的動物とされ 犬を収容した中野犬小屋の跡地に、仙木として知られた桃の木を植栽して邪気を払い、また百鬼を制圧し、桃源郷的な空間を作り出そうとしたのではないかという推測も成り立つように思われる。
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おわりに
　
吉宗政権の成立とともに、享保改革のなかで犬をめぐる政
策も出されるようになり、さまざまな政策がみられた。そのまとめをしておきたい。　
第一は、鷹狩りの復活によって、犬の取扱いが問題となっ
た。静かな環境のもとで獲物を捕らえる鷹狩りやその獲物の飼付御用において、 犬が支障をきたすようになったのである。その背景には、 御拳場への犬捨ての横行があった。このため、紆余曲折はあったが、飼犬については繋 でおき、野犬については捕獲し代官へ引渡すこと なったが、まもなく御拳場内の三ヵ所に「犬溜場」が設置され、収容されることになたのである。また水戸家鷹場では の届出と野犬の殺生を命じていた。その後、江 周辺の鷹場では飼 も禁止されるようになった。これには 狂犬病の蔓延が背景 あ もとみられる。　
第二は、吉宗の実学的思考もあって、大型の猟犬の必要性
から舶来犬の輸入に力を入れた オランダ商館や中国商人通して輸入した唐犬やオランダ犬がそれである。猟犬の需要は、鷹狩りや猪鹿狩りなどの狩猟と密接 かかわっていたとみられる。そのなかには、愛玩され 犬もあっ 。
　
第三は、犬小屋といえば綱吉政権が出した生類憐み政策の
なかでの、江戸の野犬を収容した中野の犬小屋が連想されるが、吉宗政権もその用途によって犬小屋を設置していた。一つは鷹狩りの際に獲物を追い出す鷹犬を飼養するための犬小屋（犬部屋）であり もう一つは鷹狩りの獲物とな 鳥の飼育に支障をきたしていた野犬を収容するため 犬小屋（ 溜場）であった。前者は当初鷹匠頭が管轄した 部屋に付属していたが、享保十四年に鉄砲方 所属した犬牽頭佐々木氏の支配に入り、鷹部屋組織から離れ 。後者は鷹野御用を担当した代官伊奈氏の管轄であり 犬溜場が置かれた三ヵ村には犬扶持が支給された である　
第四は、享保期に全国的規模で狂犬病が発生し、医薬行政
に大きな打撃を与えることになった。この状況を目の当たりにして、幕府医官の野呂元丈はその治療法などを著したが、当時の医学レベルでは対応できなかった。また元禄時代の犬小屋跡は、この時代に桃の木が植栽されて桃園と呼ばれ、老若男女が集う名所となった。これは、吉宗 指示に基づくもので、園地の造成によって江戸市民に癒しの空間を提供するとともに将軍の権威化を図ることにも作用した である　
吉宗政権の犬政策を究明してきたが、犬をめぐる政治も多
様化していたことが判明した。しかし、人と犬との関係 さ
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らに複雑化していたのではないかとみられる。またこの段階では、食犬という側面は出てこ かったが、貧困や飢餓の際にはそうした側面が残っていた可能性もあろう。さらに、渡来犬の輸入による社会的影響も気になるところだが、後日を期したいと思ってい 。註（１）宮田登『ヒメの民俗学』 （青土社、一九九三年）一一九
～一五四頁。黒田日出男『増補姿としぐさの中世史』 （平凡社、二〇〇二年）二一〇～二三八頁。今橋理子『江戸の動物画―近世美術と文化の考古学』 （東京大学出版会、二〇〇四年）二〇五～三三五頁。
（２）代表的なものとして、塚本学『生類をめぐる政治―元
禄のフォークロア―』 （平凡社選書八〇、 一九 三年）を上げておきたい。
（３）享保期の江戸における犬統制については、 山﨑久登「都
市の中の鷹場―江戸における浪人・犬統制を中心に―」（ 『関東近世史研究論集三
　
幕政・藩政』
<
岩田書院、
二〇一二年
>
所収）がある。
（４）拙著『江戸幕府放鷹制度の研究』 （吉川弘文館、
二〇〇八年） 。
（５） 『江戸町触集成』第一巻、一七七頁（四九二号） 。（６）右同、一八六～一八七頁（五二七号）など。（７） 『江戸町触集成』第二巻、一一〇頁（二三五六号） 。（８）拙著 生類憐みの世界』 （同成社江戸時代史叢書二三、
同成社、二〇〇六年）四七～七九頁。
（９） 『江戸町触集成』第三巻、四三八頁（五三六七号） 。（
10） 『御触書寛保集成』 、四三六頁（八〇〇号） 。
（
11）右同、四三七頁（八〇三号） 。
（
12） 『徳川実紀』第八篇、八九、 九二～九五、 一 二、 一三五、
　　
一六六頁。
（
13） 『御触書寛保集成』 、五九〇頁（一一三九号） 。
（
14） 『江戸町 集成』第三巻 四三九 五三六 『御触書寛保集成』 、五八六頁（一一二七号） 。
（
15） 『撰要類集』第三、 一七六～一七七頁。
（
16）右同、一七七頁。
（
17） 『大田区史』 （資料編 平川家文書一、 三〇頁。
（
18） 『柏市史』資料編九、 三二 ～三二四頁。
（
19） 『武蔵野 続資料編四、井口家文書一、 八四～
　
　
一八五頁。
（
20） 『御触書宝暦集成』 、二四五頁（七三七号 。
（
21）右同、二四五～二四六頁（七三八号）
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（22） 『大田区史』 （資料編）平川家文書一、 三三〇頁。
（
23） 『江戸町触集成 第六巻、二八五頁（七六四八号） 。
（
24） 『通航一覧』第六、 二四〇～ 四二 。
（
25）奈良本辰也『日本の歴 一七―町人の実力』 （中央公論社、一九六六年） 、一八八～一九一頁。
（
26）大石学「享保改革期の薬草政策」 名城大学一般教育
　　
人文研究会『名城大学人文紀要』二十四巻一号
<
第
三十九集
>
、一九八八年） 、同『吉宗と享保の改革』 （東
京堂出版、二〇〇一年）一五九～一八〇頁。
（
27）上田三平『改訂増補日本薬園史の研究』 （渡辺書店、
　
　
一九七二年）三〇～一二九頁。
（
28）鈴木則子『江戸の流行り病―麻疹騒動はなぜ起こったのか―』 （吉川弘文館、二〇一二年） 、四七 四 頁。
（
29）盛永俊太郎・安田健『享保元文諸国産物帳集成』 （科
　　
学書院、一九八九年） 。
（
30） 『當代記・駿府記』 （続群書類従完成会、一九九五年）二二八頁。
（
31） 『古事類苑』動物部、一六〇～一六一頁。
（
32） 『和漢三才図会 六（東洋文庫四六六） 、七頁。
（
33） 『八潮市史』史料編近世Ⅱ、四五五頁。
（
34） 『御触書寛保集成』 、六〇三頁（ 一五七号 。
（
35） 『八潮市史』史料編近世Ⅱ、四六〇頁。
（
36） 『通航一覧』第六、 八頁。
（
37）右同、二四頁。
（
38）右同、二四 頁。
（
39） 『徳川実紀』第八篇、五九頁。
（
40） 『長崎洋学史』上巻、三八六～三八九頁。
（
41） 『通航一覧』第六、 ～二四二頁。
（
42） 『長崎洋学史』 上巻 三 六 四〇 、 『通航一覧』 第六、二四一～二四二頁。
（
43） 『長崎洋学史』上巻、四〇八～ 〇九
（
44） 『徳川実紀』第三篇、五五二頁。
（
45） 『越谷市史』三、史料一 六九七頁。
（
46） 「享保年中御鷹心得方其外帳全」 （宮内庁書陵部蔵） 。
（
47）本間清利 御鷹場』 （埼玉新聞社、一 八一年） 、 六～一一〇頁。
（
48）橋本博編『改訂増補大武鑑』上巻 名著刊行会一九六五年） 、一七六、 二〇三頁。
（
49） 「享保年中御鷹心得方其外帳全」 宮内庁書陵部蔵） 。
（
50） 「御府内場末往還其外沿革図書」 （国立国会図 館蔵 。
（
51） 『新編武蔵風土記稿』第一巻、三六〇頁。
（
52） 「御府内場末往還其外沿革図書」 （国立国会図書館蔵 。
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（53） 『新編武蔵風土記稿』第一巻、三一二頁。
（
54） 『放鷹』新装版（吉川弘文館、二〇一二年） 、一四二～一四七頁。
（
55） 『徳川実紀』第八篇、五〇四頁。
（
56）註（
45）に同じ。
（
57） 『新訂寛政重修諸家譜 第十九、 三六一頁。
（
58） 『古事類苑』官位部三、 九五二～九五
（
59）註（
17）に同じ。
（
60）註（
26） （
28）に同じ。
（
61）梶島孝雄『資料日本動物史』 （八坂書房、一 七年） 、四九四～四九五頁。
（
62） 『新訂寛政重修諸家譜』第二十二、 二〇九～二一〇頁。
（
63） 『和漢三才図会』六 東洋文庫四六六） 、七～一三頁。
（
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